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2016 年 10 月 28 日 

各      位 

会 社 名  ハリマ化成グループ株式会社  

代表者名  代表取締役社長   長谷川 吉弘 

                       （コード番号 4410 東証第一部） 

問合せ先  代表取締役専務   金城 照夫 

（TEL． 06-6201-2461） 

 

第 2四半期連結累計期間業績予想と実績との差異および 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2016 年 5 月 10 日に公表しました 2017 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間(2016 年 4 月 1 日～2016 年

9 月 30 日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、2017 年 3 月期の通期（2016 年 4 月 1日～2017 年 3 月 31 日）

の連結業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

Ⅰ．業績予想値と決算における実績値との差異について 

2017 年 3 月期第 2四半期連結累計期間業績予想と実績の差異（2016 年 4 月１日～2016 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 
四半期純利益 

1株当たり 
四半期 
純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 40,000 1,100 1,200 700 26.98 円  

今 回 発 表 実 績（Ｂ） 36,191 2,007 1,674 1,122 43.27 円  

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,809 907 474 422 － 

増 減 率            （％） △9.5 82.5 39.5 60.3 － 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（2016 年 3 月期第 2四半期） 

41,373 1,222 2,194 1,221 47.09 円  

 

Ⅱ．差異が生じた理由 

当第2四半期累計期間の業績は、売上高につきましては、原料価格の下落による、製品価格の修正

により、厳しい状況で推移しました。その結果、前回の予想を下回りました。 

営業利益につきましては、ローター社の業績回復および製紙用薬品事業の中国子会社の業績好調

により、前回の予想を上回りました。 

また、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、為替差損を営業外費用に

計上したものの、営業利益が増加したことにより、前回の予想を上回りました。 

 



 
 
 

 - 2 - 

Ⅲ．業績予想の修正 

2017 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2016 年 4 月 1日～2017 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 82,000 2,800 3,000 1,800 69.37 円  

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 72,000 3,600 3,300 2,000 77.08 円  

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △10,000 800 300 200 － 

増 減 率            （％） △12.2 28.6 10.0 11.1 － 

（ご参考） 
前期実績（201 6 年 3 月期） 

80,977 2,437 3,225 1,222 47.12 円  

 

Ⅳ．修正の理由 

海外事業につきましては、円高による為替の影響があり、国内事業につきましては、原料価格の

下落による、製品価格の修正が見込まれます。その結果、売上高につきましては、前回の予想を下

回る見込みとなりました。 

また、営業利益につきましては、ローター社の業績回復が見込まれることにより、前回の予想を

上回る見込みとなりました。 

また、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、為替差損を営業外費用に計

上する見込みであるものの、営業利益が増加する見込みであることにより、前回の予想を上回る見

込みとなりました。 

 

※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざま

な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以  上 


